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地方規模の学会

１ ○井上 周，大座紀子，桑代卓也，大枝 敏，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：若年者

に発症し急速に増悪した多発肝腫瘍の一例．第９４回日本消化器病学会九州支部例会（研

７２）．２００９，１１，２７‐２８．

２ ＊磯田広史，黒木茂高，小野尚文，江口尚久，江口有一郎，水田敏彦，藤本一眞：ペグインターフェ

ロン＋リバビリン併用療法中の副作用として「配偶者に対する暴力」を認めた２症例．第９４回日本

消化器病学会九州支部例会（消３４）．２００９，１１，２７‐２８．

３ ○岩崎めぐみ，高橋宏和，岡田竜一郎，大座紀子，桑代卓也，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，尾

崎岩太，藤本一眞：バルプロ酸により高アンモニア血症を認めた C型慢性肝炎の１例．第９３回日

本消化器病学会九州支部例会（研３０）．２００９，６，１９‐２０．

４ 松永 諭，江口尚子，相原秀俊，阿部智介，多胡雅毅，吉岡経明，副島 修，石井賢治，江村 正，

小泉俊三：反跳痛と敗血症を伴った A群レンサ球菌性腸炎の１例．第２８５回日本内科学会九州地方

会．２００９，５，３０．

５ ○三根 正，大枝 敏，桑代卓也，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：アルコー

ル性肝硬変を背景とした肝細胞癌の１例．第２８６回日本内科学会九州地方会（消化器２．

１２７）．２００９，８，２２．

６ ○宮田早織，江口有一郎，桑代卓也，大座紀子，大枝 敏，高橋宏和，河口康典，水田敏彦，藤本一

眞，松延亜紀，青木茂久，戸田修二：ビタミン E投与により臨床・病理学的に改善を認めた脂肪

性肝炎を合併した C型慢性肝炎の１例．第９４回日本消化器病学会九州支部例会（研６１）．２００９，１１，

２７‐２８．

７ 内藤優香，副島 修，多胡雅毅，松永 諭，吉岡経明，小泉俊三，江村 正：DIHS（drug induced

hypersensitivity syndrome)の経過中に壊死性筋膜炎を発症した１例．日本内科学会九州支部主催 第

２８７回九州地方会．２００９，１１，１．



８ ○大枝 敏，河口康典，桑代卓也，大座紀子，高橋宏和，岩根紳治，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏

彦：自己免疫性肝炎発症を契機に肝不全を呈した３症例の検討．第３８回日本肝臓学会西部会．２００９，

１２，４‐５．肝臓 ５０：suppl. A８０２（P‐１０５）．

９ ○岡田倫明，大座紀子，高橋宏和，中馬隆広，桑代卓也，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏

彦，藤本一眞：Plummer-Vinson症候群に合併した原発性胆汁性肝硬変の一例．第３８回日本肝臓学

会西部会．２００９，１２，４‐５．肝臓 ５０：suppl. A８０６（P‐１１３）．

１０ ＊小野尚文，磯田広史，江口尚久，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：腹部領域における Inversion Im-

age三次元表示の試み．日本超音波学会第９回九州地方会（消化器２‐１６）．２００９，１０，４．

１１ ＊小野尚文，磯田広史，江口尚久，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：超音波汎用装置における Sona-

zoid造影エコー法―Acuson X３００による描出の現状―．日本超音波学会第９回九州地方会（消化器

特別企画・超音波造影 ２１）．２００９，１０，４．

１２ ＊小野尚文，中下俊哉，江口尚久，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：Sonazoid造影エコー法－造影

および治療支援の現状－．第９３回日本消化器病学会九州支部例会（WS３‐０２）．２００９，６，１９‐２０．

１３ ○大座紀子，江口有一郎，後川美智子，石橋絵理子，堀江弘子，北島陽一郎，江口尚久，水田敏彦，

藤本一眞：非アルコール脂肪性肝疾患（NAFLD）に対する栄養介入とその評価．第９３回日本消化

器病学会九州支部例会（WS２‐１０）．２００９，６，１９‐２０．

１４ ＊連 乃駟，江口 晋，高槻光寿，日高匡章，曽山明彦，原 貴信，山之内孝彰，谷口 堅，村岡い

づみ，小坂太一郎，黒木 保，兼松隆之，市川辰樹，中尾一彦，大座紀子，江口有一郎，水田敏彦：

肝細胞癌に対し，生体肝移植を含めた集学的治療により２４年間の長期生存を得ている１例．第９４回

日本消化器病学会九州支部例会（学１３）．２００９，１１，２７‐２８．

１５ ○佐藤敦子，桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，藤本一眞：肝膿瘍

を契機に見つかった転移性肝腫瘍の１例．第９４回日本消化器病学会九州支部例会（研６７）．２００９，１１，

２７‐２８．

１６ 多胡雅毅，吉岡経明，松永 諭，大串昭彦，石井賢治，小泉俊三，小泉俊三，江村 正：放射線治

療が奏功した心臓の悪性リンパ腫の１例．第２８４回日本内科学会九州地方会．２００９，１，２４．

１７ ○高橋宏和，小野尚文，江口有一郎，桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，水田敏彦，江口尚

久，藤本一眞：Acoustic Radiation Force Impuls（ARFI）elastographyによる慢性肝疾患患者の肝線維

化評価．日本超音波学会第９回九州地方会（YIA腹部２）．２００９，１０，４．

１８ ○田中格子，桑代卓也，河口康典，大枝 敏，大座紀子，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦，藤本一

眞：自己免疫性肝炎の経過中に発症した薬物性肝障害の１例．第２８６回日本内科学会九州地方会（消

化器１．１２４）．２００９，８，２２．

その他の学会

１ 江口有一郎：超音波検査における脂肪肝の診断．第４回佐賀超音波懇話会．２００９，２，２７．

２ 江口有一郎：C型慢性肝炎における内臓脂肪蓄積とインスリン抵抗性．第１０回佐賀肝と栄養研究

会．２００９，３，１３．

３ 江口有一郎，高橋宏和，水田敏彦，藤本一眞，松延亜紀，青木茂久，戸田修二：ビタミン E投与

により臨床・病理学的に改善を認めた脂肪性肝炎を合併した C型慢性肝炎の１例．第１２回 Vitamin

E Update Forum．２００９，８，３１．

５ ○北島陽一郎，江口有一郎：多裂筋の脂肪化と C型肝炎．BISKET試験検討会．２００９，７，１０．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 小泉 俊三 平成２１年度厚生労働科学研
究費補助金

地域医療基盤
開発推進研究
事業（分担）

医療従事者の再教育および医療事故に
関わった医療従事者への支援に関する
研究

７，０００

教 授 小泉 俊三 平成２１年度厚生労働科学研
究費補助金

地域医療基盤
開発推進研究
事業（分担）

患者の視点を重視した診療ガイドライ
ンの評価体系の確立及び普及促進に関
する研究

８，０００

６ ○水田敏彦，河口康典，高橋宏和，岩根紳治，有尾啓介，川副広明，江口有一郎，安武 努，福島範

子，川添聖治，尾崎岩太：リバビリン・インターフェロン併用療法による C型慢性肝炎治療にお

ける溶血性貧血のビタミン Eによる抑制．第１２回 Vitamin E Update Forum．２００９，８，３１．

７ ○岡田倫明，高橋宏和，桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏

彦：C型慢性肝炎患者のインスリン抵抗性に性差が与える影響．第５回消化器病における性差医

学・医療研究会．２００９，７，２５．

８ ＊小野尚文，中下俊哉，江口尚久，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：汎用装置を用いた Sonazoid

造影エコー法の現状．第３回ソナゾイド研究会．２００９，７，１８．

９ ○Oza N, Eguchi Y, Ishibashi E, Kitajima Y, Horie H, Ushirogawa M, Nakashita S, Takahashi H, Isoda H,

Kawaguchi Y, Ozaki I, Ono N, Iwakiri R, Mizuta T, Eguchi T, Fujimoto K: EASL Special Conference-

NAFLD/NASH and Related Metabolic Disease. 2009, 9, 24-26. Poster:257.

１０ ○大座紀子，江口有一郎，桑代卓也，高橋宏和，河口康典，尾崎岩太，水田敏彦：アイエーコール動

注と５‐FU全身投与併用が奏功した高度進行肝細胞癌の１例．肝疾患カンファレンス．２００９，４，

１６．

１１ ○大座紀子，水田敏彦，桑代卓也，高橋宏和，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太：アイエーコール�

動注と５‐FU全身投与併用が奏功した高度進行肝細胞癌の１例．第４５回日本肝癌研究会．２００９，７，

３‐４．プログラム・抄録集 P‐３０１（３８５）．

１２ ○尾崎岩太，夏 京合，浜島弘史，岩根紳治，松橋幸子，河口康典，江口有一郎，水田敏彦：Vitamin

K２の NF‐κB抑制における Protein kinase C（PKC）の役割．Vitamin K & Aging研究会．２００９，２，１４．

１３ ○尾崎岩太，浜島弘史，夏 京合，岩根紳治，河口康典，江口有一郎，松橋幸子，水田敏彦：肝細胞

癌におけるがん抑制遺伝子 PDCD４の protein kinase C（PKC）による発現調節．第５回広島肝臓プ

ロジェクト研究センターシンポジウム．２００９，７，２４．

１４ ○高橋宏和，江口有一郎，河口康典，水田敏彦，藤本一眞，松延亜紀，青木茂久，戸田修二：C型慢

性肝炎に対するペグインターフェロン投与中に ALT持続的上昇を示す症例の臨床病理学的検討．

第６回酸化ストレスと肝研究会．２００９，１１，１４‐１５．

研究助成等


